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交換学生交流事業

韓国・楊州市交換留学生7名が来藤！

7月19日（木）～26日（木）に姉妹都市であ

る楊州市から7名の交換留学生（高校生）が

来藤されました。短い期間でしたが、友好協

会のプログラムやホームステイの体験を通し

て日本文化や藤枝について学びました。初日

の対面式では皆さん少し緊張されていた様子

でしたが、帰国する頃にはすっかり日本の学

生・家族と仲良くなったようです。このよう

に、今後も楊州市と藤枝市の友好の輪が広

がっていってほしいと思います。
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藤枝市交換留学生 in 楊州！
ヤンジュ

＜韓国に行って気づいたこと＞ 宇都木 恒太

私が韓国に行って気づいたことは日本との関係の深さです。ハングルは見ただけではただの記号のように思

われます。しかし、発音の多くは日本語と同じように中国語から来ているため似ている点に親近感を抱きま

した。また、韓国は冷たい国だと思っていましたが、実際に行ってみると日本に興味を持っている人が多く、

家族の人たちも優しく接してくれました。外交問題を解決するためには、個人間の信頼関係を構築していく

ことが大事だと思いました。

＜経験を通して＞ 高橋 陸人

私は、この留学で今まで以上に外国に興味を持ちました。最初はホストファミリーがどんな人たちなのか、

現地での生活への不安でいっぱいでした。しかし、不安はすぐになくなり、楽しい時間を過ごすことができ

ました。楊州で驚いたことがあります。それは、街を歩いている時に会った学生達が「こんばんは」「よろ

しくお願いします」などあいさつをしてくれたことです。日本語で積極的に話しかけてくれることに感動し

ました。自分ももっと積極的になります。

＜国際交流の楽しさ＞ 津村 優希

私は、この留学を通して国際交流の楽しさをより一層実感しました。言語に不安を持ちながら渡韓しました

が、家族は笑顔で出迎えてくださり、初めから翻訳に頼るのではなく英語や韓国語で手振りを使ってたくさ

ん話してくれました。そのおかげで、すぐになじむことができ、家族と様々な場所で充実した思い出を作る

ことができました。今後は国際交流をする際には自分の思いを自らの語彙で伝えようとする姿勢を大切にし

たいと思いました。

＜食の不思議＞ 八木 菜千花

今回韓国で感じた異文化がたくさんあります。特に、食に関して初めての経験がたくさんありました。マ

ナーにおいて日本とは真逆な事があり戸惑いました。また、ほとんど毎日のように夜食があり、食べる量や

時間に驚くことばかりでした。それにもかかわらず、韓国人は、健康的で肌もきれいで不思議に思い、食文

化の違いがとても気になりました。旅行とは違い、ホームステイでは学ぶことが沢山あり、とても良い経験

をさせて頂きました。

＜感じたこと＞ 鷲野 春香

私は、この交換留学で韓国の伝統文化を学ぶことは勿論ですが、一番学んだことは人とのコミュニケーショ

ンだと思いました。私は、韓国語が少ししか話せず、初めは通訳機ばかりに頼ってしまいました。しかし、

一緒に過ごしていくうちに皆との壁が無くなり、自分から少しずつ英語を使いながら話せるようになりまし

た。私はこの交換留学で改めて人とかかわることが好きだと感じました。この経験が少しでも将来に活かせ

たらいいと思いました。

＜交換留学で学んだこと＞ 岡村 百華

今回の交換留学で学んだことが二つあります。一つ目は、韓国での文化や歴史です。韓国人はとてもフレン

ドリーで日本人にはない良さがありました。景福宮の博物館では、三国時代の韓国について新たに多くのこ

とを知ることができました。二つ目は、言葉が通じないことの大変さです。一週間日本語と離れた生活をす

るのはとても新鮮で、また自分の気持ちを伝えられないもどかしさも感じました。今回の体験はとても良い

経験になりました。

＜言葉の大切さ＞ 松村 萌々子

私は、今回楊州市のとの交換学生事業で改めて言葉の大切さ、理解しようとすることの大切さを学びました。

英語もうまく通じないという環境だったので、苦しいと感じるときもありました。しかし、簡単な韓国語を

少し使い、相手が話している時には目を見て理解しようと努力することで、コミュニケーションの輪はとて

も大きく広がりました。韓国に行って、様々な体験をさせて頂いて、私は大きく成長することができました。

派遣学生による
報告を紹介します


